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13．伊勢崎市民病院における腹腔鏡下前立腺全摘除術
竹澤 豊，大山 裕亮，悦永 徹
牧野 武朗，齋藤 佳隆，小林 幹男
（伊勢崎市民病院）
【目 的】 伊勢崎市民病院では 2010年 4月より腹腔鏡
下前立腺全摘除術を開始した. その成績について報告す
る.【患者と方法】 2010年 4月から 2012年 5月までに
腹腔鏡下前立腺全摘除術を行った47例.年齢 :中央値68
歳 (50～73歳), PSA:中央値 6.76ng/ml (3.52～31.9ng/
ml).cT1c:26例, cT2a:10例, cT2b:7例, cT2c:2例,
cT3:2例.低リスク群 :13例,中リスク群 :24例,高リ
スク群 :10例. 経腹膜到達法を 18例, 腹膜外到達法を
29例に行った. 40例まではポートは臍を中心に扇状に
配置した. 41例目からは光学視管を臍左側,術者右手
ポートを正中からやや右側に配置した.尿道膀胱尿道吻
合は結節縫合を 18例に,連続縫合を 29例に施行した.
中リスク群, 高リスク群には骨盤リンパ節廓清を施行し
た.【結 果】 手術時間 :中央値 314分 (236～549分).
出血量 (尿込み):中央値 965ml (150～3000ml). 病理病
期 :pT2:39例, pT3a:7例 pT3b:1例. 断端陽性,
pT2:3/39,pT3:6/8.断端陽性率 :19％.リンパ節転移
1例. 開腹例なし. 合併症 :膀胱尿道吻合部からの尿漏
れ :2例,高二酸化炭素血症 :1例,咽頭浮腫 :1例,水腎
症 :1例,直腸損傷 :3例,感染性リンパ囊腫,肺塞栓症
【結 論】 腹腔鏡下前立腺全摘除術は難易度の高い術式
ではあるが症例を積み重ねることで手術時間,出血量,
断端陽性率の改善を認めた.
14．腎腫瘍に対する単孔式腹腔鏡下手術の導入経験
幸 英夫，西原 大策，水野 智弥
増田 聡雅，神原 常仁，阿部 英行
別納 弘法，安士 正裕，深堀 能立
吉田謙一郎，釜井 隆男
（獨協医科大学 泌尿器科）
布施 美樹，内山 智之，山西 友典
（同 排泄機能センター）
腹腔鏡下根治的腎摘除術は標準術式の 1つであるが,
整容性に優れ,より低侵襲なことが期待される単孔式腹
腔鏡下手術 (LESS)が注目されている.当院での導入経
験を報告する.【対象・方法】 2012年 1月より腎癌に対
する手術として LESSを導入,6例を経験した.鎖骨中線
上,第 12肋骨先端付近に約 5～ 6 cmの皮切をおき,経
後腹膜的にアプローチ.ポートは GelPOINT??を,光学
視管は 10mm 30°硬性鏡を使用.【結 果】 手術時間中
央値 261分, 出血量中央値 27ml, 解放手術への移行は 1
例,術後創感染 0例.考察 :当院の方法であれば,フレキ
シブル光学視管や湾曲鉗子を用いず,通常の腹腔鏡と同
様の操作で手術が可能である.腹腔鏡下手術に習熟した
術者であれば安全に施行でき,周術期合併症もあまり変
わりがないとされる.今後は,器具類の開発に伴って大
きく発展する可能性のある術式と思われる.手術手技を
ビデオにて供覧する.
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臨床的研究
15．当院における fTULの経験
冨田 健介，福間 裕二，大竹 伸明
関原 哲夫 （日高病院 泌尿器科）
【目 的】 上部尿路結石に対して軟性尿管鏡を使用した
経尿道的結石破砕術 (fTUL)の有用性を検討した.【対
象】 対象は 2011年 4月から 2012年 6月までに,上部
尿路結石に対して fTULを施行した 19例 (31件).年齢
は 43-87歳 (平均 65.0歳),前治療無効例 15例を含む.結
石数は単発 10例, 多発 6例, ステント付着腎盂内結石 3
例.結石径は 5-35mm (平均 13.3mm).【方 法】 全身
麻酔.軟性尿管鏡はOLYMPUS URF-Vを使用,レー
ザーで破砕,バスケットで抽石.尿管ステントは全例に
留置し,術後 2-4週間後に効果判定を経て抜去した.
【結 果】 手術時間は 59-154分 (平均 94分), 62.5％が
単回治療の後, 87％が 3回目までの治療でステントフ
リーとなった.合併症として尿管外尿溢流 1件,腎盂腎
炎 8件を経験した.在院日数は 3-18日 (平均 5.2日).
【結 論】 上部尿路結石に対する fTULの治療効果は良
好であり,ESWL・硬性鏡による TULで難渋していた症
例にも対処可能と考えられた.
16．当科における水腎症治療の現状
日向 泰樹，中村 繁，川合 志奈
中井 秀郎
（自治医科大学とちぎ子ども医療センター
小児泌尿器科）
小児水腎症症例においては保存的経過観察を行うこと
が多くなり,手術適応の判断に難渋することが多い.今
回われわれは当科における水腎症手術症例について現状
について検討した.対象は 2007年 10月から 2012年 3
月までの期間に水腎症に対し手術を施行した 45例,男
児 33例,女児 12例.患側は右 13例,左 32例.手術時分
腎機能正常であった症例は 25例, 45％以下の分腎機能
の低下を認めた症例は 20例であった.術後分腎機能を
評価した 13例中,6例 (46％)で術後 5％以上の分腎機能
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